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Ⅰ．研究の背景と目的 
本研究の発端は、研究者自身が間近の定年退職後の生活に危惧と関心を持っていたこと

と、同じテーマの研究報告２）の中に、「ストレスフルとなる可能性が高い、大企業のホワ

イトカラー層に絞った研究も必要」とのコメントを見て、本テーマの研究に踏み出した。 
本研究の目的は、引退をきっかけに心理的な問題を抱えた元男性サラリーマン高齢者が、

その問題を克服して新しい生活を築く心理的・行動的プロセスの解明と、そのプロセスに

関わる要因を明らかにすることである。 
先行研究としては、Atchley の「退職の社会学」８）や、引退をきっかけに Psychological 

Well-being が低下すると言及されているアメリカやドイツでの量的な研究１２）、１３）などが

ある一方、東京都老人総合研究所の「定年退職に関する長期的研究」をはじめとする多く

の報告２）、３）、４）では、「サラリーマンの引退はストレスフルではない」と結論付けられて

いた。しかし、これらの研究報告２）、３）、４）でも、ストレスフルでない生活を得るに至った

プロセスや要因は明らかにされておらず、心理的問題の発生と収束のプロセスについて言

及したものは見当たらなかった。 
Ⅱ．研究方法 

調査対象者は、大企業の退職者によって構成される高齢者集団の中から、インタビュー

に協力を頂いた男性 17 名であった。 
 調査方法は、対象者個人に関する基礎指標や就業時の意識・生活状況、引退時の意識・

生活状況等についてのインタビューであるが、先にアンケートを実施し、その回答を考慮

し、1～1.5 時間程度の半構造的インタビューを行った。 
 分析方法は、修正版グランデット・セオリー・アプローチ２２）で、分析テーマを「引退

後のライフスタイル確立のプロセス」とし、分析焦点者を ①「職業的引退後、生活行動に

積極的で、活動的な日々を送っている人」、②「職業的引退後、生活行動に消極的で、活動

的でない日々を送っている人」とした。 
Ⅲ．結果 

プロセスの順に示すと、本研究では、コアカテゴリーとして【会社中心の現役生活】 【引

退に向けての意識】【引退後生活のストレス】【引退によって生じた感情と意識】 【解決方

法の選択】【適応形態】が抽出された。 
 【会社中心の現役生活】を送ってきた人たちの【引退に向けての意識】は、［引退生活

への期待と準備不足］と [不本意な引退] の２つのサブカテゴリーに分かれた。その後【引

退後生活のストレス】に遭遇し、［引退によって生じた恐れ、不安感、疎外感］を感じて、

［解放感と不安感が同居し、不安感の解消を意思］と［不安と疎外感のみ］に分かれたが、

［不安と疎外感のみ］の人は、先の [不本意な引退] に多くの人が関係していた。 
［解放感と不安感が同居し、不安感の解消を意思］した人は、【解決方法の選択】とし

て［能動的に外部と交流］を選択し、【適応形態】として [外部との関係の確立］に至った。 
一方、［不安と疎外感のみ］の人の多くは、[外部支援] を利用して、［受動的に交流を

受け入れ］という選択をし、【適応形態】として[外部との関係の確立］に至った。 
［不安と疎外感のみ］の人の一部は、［外部交流を拒否］を選択し、【適応形態】として

は［周囲からの孤立］に至った。これらの人は、 [不本意な引退] の該当者と高い割合で

重なった 
Ⅳ．考察 
 引退時に心理的な問題を抱えた男性の元サラリーマンが、どのように心理的問題を抱え、

対処し、克服してきたのかのプロセスを明らかにすることが出来た。 
 このプロセスでの、重要なポイントは、[不本意な引退] と [外部支援] で、引退直前

の心理状態やゆとりと、引退後の生活の配偶者や友人からの支援が、引退後の心理に大き

な影響力を持っていることが分かった。 
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